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予算特集
令和6年度・9月補正予算が可決

歳入・歳出とも大幅減歳入・歳出とも大幅減
実質58億円の黒字実質58億円の黒字

　
令
和
５
年
度
の
千
葉
県
の
一

般
会
計
決
算
見
込
み
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
ご
報

告
し
ま
す
。

【
決
算
見
込
み
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
令
和
5
年
度
一
般
会
計
の
決

算
は
、
歳
入
が
前
年
度
比
8
・

9
％
減（
１
，
９
６
９
億
円
減
）

の
2
兆
2
1
3
億
円
、
歳
出
が

前
年
度
比
8
・
8
％
減（
1
，
９

2
4
億
円
減
）の
1
兆
9
，
９
７

６
億
円
と
な
り
、
実
質
収
支
は

96
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
実
質
収
支
の
う
ち
38
億
円
は
、

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
交
付
金
等
の
概
算
交
付
に

よ
る
も
の
で
、
今
後
、
国
に
返
還

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
国
庫

返
還
分
を
除
い
た
実
質
収
支
は

58
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

●
歳
入
が
8
・
9
％
減
、
歳
出

が
8
・
8
％
減
と
、い
ず
れ
も
大

幅
な
減
と
なった
の
は
、
新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る

た
め
の
歳
出
及
び
そ
の
財
源
と
な

る
国
庫
支
出
金
等
の
歳
入
も
大

幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要

因
で
す
。

●
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
事
業
に
関
す
る
決

算
額
を
除
く
歳
入
は
、
前
年
度

比
２
・
５
％
増
の
１
兆
８
，
９
０

７
億
円
、
歳
出
は
前
年
度
比
３
・

５
％
増
の
１
兆
８
，
６
８
９
億
円

で
し
た
。

　
9
月
県
議
会
で
、
令
和
6

年
度
の
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な

内
容
を
ご
報
告
し
ま
す
。

【
基
本
的
な
考
え
方
】

●
9
月
補
正
予
算
で
は
、

・
地
域
公
共
交
通
を
維
持
す

る
た
め
の
路
線
バ
ス
運
転
手

の
確
保
支
援

・
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架

か
る
橋
り
ょ
う
の
老
朽
化

対
策

・
P
F
O
S
等
に
よ
る
地
下

水
汚
染
拡
大
を
防
止
す
る

〔令和5年度一般会計決算の歳入・歳出の内訳〕

〔９月補正後予算の歳入・歳出の内訳〕 （単位：百万円）　

路
線
バ
ス
の
運
転
手
確
保

橋
り
ょ
う
の
老
朽
化
対
策

令
和
６
年
度
９
月
補
正
予
算

補正102億円 令
和
５
年
度
決
算
見
込
み

喫
緊
の
課
題
に
対
応

補
正
後
の
予
算
2
兆
１
，１
８
２
億
円

　
袖
ケ
浦
市
選
出
の
江
野
澤
吉
克
議
員
は
、県

議
会
副
議
長
経
験
者
と
し
て
県
政
を
け
ん
引

す
る
と
と
も
に
、地
元
・
袖
ケ
浦
市
の
発
展
に

全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。今
回
は
、先
に
可
決

さ
れ
た
千
葉
県
の
令
和
6
年
度
9
月
補
正
予

算
と
、公
表
さ
れ
た
令
和
5
年
度
千
葉
県
の
一

般
会
計
決
算
見
込
み
を
ご
報
告
す
る
と
と
も

に
、袖
ケ
浦
市
で
整
備
が
進
む
都
市
計
画
道
路

の
現
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
め
の
補
助
制
度
の
創
設

な
ど
、
喫
緊
の
課
題
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
6
月
補
正

予
算
編
成
後
の
状
況
変
化
を

踏
ま
え
、
必
要
な
事
業
費
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

【
補
正
予
算
の
規
模
】

　

補
正
予
算
額
は
1
0
2
億

27
百
万
円
で
、
現
計
予
算
と

合
わ
せ
た
補
正
後
の
予
算
規

模
は
、
2
兆
1
，
1
8
2
億

27
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
主
な
内
容
は
次
頁
。
各
事

業
の
金
額
は
補
正
予
算
額
で
、

規
定
予
算
と
合
わ
せ
た
予
算

額
や
債
務
負
担
行
為
の
額
は

省
略
し
ま
す
。
ま
た
青
字
は
、

新
規
事
業
で
す
。

（単位：百万円）　
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浮
戸
川
の
橋
梁
工
事
進
む

都
市
計
画
道
路「
西
内
河
根
場
線・中
野
畑
沢
線
」

社
会
資
本
の
維
持
・
充
実

医
療
・
福
祉
の
充
実

産
業
の
振
興環

境
の
保
全千

葉
の
魅
力
の
向
上

地下水汚染の拡大阻止

道路保全に８億円余
９月補正の主な内容

①
勤
務
医
の
労
働
時
間
短
縮
に

向
け
た
体
制
整
備
事
業
（
一
部

新
規
）   

1
，6
5
7
百
万
円

（
医
師
の
労
働
時
間
短
縮
を

強
力
に
進
め
て
い
く
た
め
、

勤
務
環
境
の
改
善
に
必
要
な

経
費
に
対
す
る
助
成
に
つ
い

て
拡
充
す
る
ほ
か
、
長
時
間

労
働
の
医
師
が
い
る
医
療
機

関
へ
の
医
師
派
遣
を
新
た
に

　【
主
な
内
容
】

①
路
線
バ
ス
運
転
手
確
保
対

策
事
業         

35
百
万
円

（
交
通
事
業
者
が
実
施
す
る
労

働
環
境
の
整
備
や
U
I
J
タ
ー

ン
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取
組

に
対
し
て
支
援
す
る
ほ
か
、
関

係
団
体
と
連
携
し
て
合
同
企
業

説
明
会
等
を
開
催
し
ま
す
）

②
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

            

8
7
0
百
万
円

（
災
害
時
に
お
い
て
も
緊
急
輸

送
道
路
な
ど
の
円
滑
な
通
行
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
に

実
施
し
て
い
る
橋
り
ょ
う
の
老

朽
化
対
策
の
一
部
を
前
倒
し
で

実
施
し
ま
す
）

③
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業     

1
，5
3
6
百
万
円

（
令
和
6
年
6
月
の
大
雨
等
に

よ
り
被
災
し
た
道
路
や
河
川
等

の
公
共
土
木
施
設
を
復
旧
し
ま

す
）

④
長
生
の
森
公
園
野
球
場
照
明

設
備
設
置
事
業   

6
百
万
円

（
長
生
の
森
公
園
野
球
場
に
照

明
設
備
設
置
に
向
け
た
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
）

　【
概
要
】

　

都
市
計
画
道
路
西
内
河
根

場
線
及
び
中
野
畑
沢
線
は
、

主
要
地
方
道
袖
ケ
浦
中
島
木

更
津
線
の
バ
イ
パ
ス
の
一
部

で
あ
り
、
交
通
渋
滞
の
解
消

や
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
着
岸
地
周

辺
と
袖
ケ
浦
市
市
街
地
の
ア

ク
セ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、

袖
ケ
浦
市
坂
戸
市
場
か
ら
木

支
援
し
ま
す
）

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

開
設
準
備
支
援
等
事
業

1
，1
0
0
百
万
円　

（
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
を

図
る
た
め
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
介
護
施
設
の
大
規

模
修
繕
の
際
に
併
せ
て
行
う
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
経

費
を
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
）

①
P
F
O
S
及

び
P
F
O
A
に

係
る
地
下
水
汚

染
防
止
対
策
事

業10
百
万
円

（
P
F
O
S
等

に
よ
る
地
下
水

汚
染
の
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、

汚
染
源
等
を
解

明
す
る
目
的
で

更
津
市
金
田
東
三
丁
目
ま
で

の
延
長
1
・
1
㎞
区
間
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　【
現
在
の
状
況
】

　

用
地
に
つ
い
て
は
、
袖
ケ
浦

市
と
木
更
津
市
の
協
力
の
も

と
、
咋
年
度
に
用
地
買
収
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
浮
戸
川

を
跨
ぐ
橋
梁
工
事
を
進
め
て
お

り
、
袖
ケ
浦
市
側
の
橋
脚
工
事

が
令
和
5
年
3
月
に
、
木
更
津

市
側
の
橋
脚
工
事
が
令
和
6
年

6
月
に
完
成
し
、
現
在
は
、
浮

戸
川
の
両
岸
で
橋
台
工
事
を

行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
で
は
、
早
期
開
通
に
向
け
、

事
業
を
推
進
し
て
い
く
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

●
参
考
・
路
線
名
＝
都
市

計
画
道
路　

西
内
河
根
場
線
，

都
市
計
画
道
路
中
野
畑
沢
線

・
箇
所
名
＝
袖
ケ
浦
市
坂
戸
市

場
〜
木
更
津
市
金
田
東
三
丁
目

・
延
長
＝
L
＝
1
，0
5
9ｍ

（
西
内
河
根
場
線
L
＝
3
5
9

ｍ
、中
野
畑
沢
線
L
＝
7
0
0
m
）

・
幅
員
＝
W
＝
25
m
（
車
道
4

車
線
＋
両
側
歩
道
）

・
事
業
着
手
＝
平
成
29
年
度

市
町
村
が
実
施
す
る
調
査
等
に

対
し
、
新
た
に
支
援
を
行
い
ま

す
）

②
持
続
可
能
な
一
般
廃
棄
物

処
理
に
係
る
長
期
広
域
化
等
計

①
日
本
国
際
博
覧
会（
大
阪
・

関
西
万
博
へ
の
出
展

　
　
　
　
　
　
5
百
万
円

（
県
産
品
の
販
路
拡
大
や
誘
客

促
進
を
図
る
た
め
、
国
内
外
か

ら
多
く
の
人
々
が
来
場
す
る
大

阪
・
関
西
万
博
に「
発
酵
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
出
展
を
行
い
ま

画
策
定
事
業  

9
百
万
円

（
ご
み
処
理
の
広
域
化
及

び
処
理
施
設
の
集
約
化
の
更

な
る
推
進
を
図
る
た
め
、
新

た
な
長
期
計
画
を
策
定
し
ま

す
）

粉
共
同
採
取
園
を
整
備
す
る
取

組
な
ど
に
要
す
る
費
用
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
）

④
輸
出
力
強
化
に
向
け
た
食
肉

流
通
の
あ
り
方
等
調
査
事
業

（
成
田
空
港
を
活
用
し
た
輸
出

の
可
能
性
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
県
内
の
食
肉
流
通
の
あ
り

方
等
を
検
討
す
る
た
め
、
調
査

を
実
施
し
ま
す
）

⑤
食
品
産
業
の
輸
出
向
け

H
A
C
C
P
等
対
応
施
設
整

備
事
業　
　

    

76
百
万
円

（
県
内
の
食
品
事
業
者
に
よ
る

加
工
食
品
等
の
輸
出
促
進
を
図

る
た
め
、
輸
出
先
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
H
A
C
C
P
等
の
輸
出

の
基
準
に
必
要
な
設
備
・
機
器

等
の
整
備
に
係
る
経
費
を
支
援

し
ま
す
）

安定的な梨の花粉安定的な梨の花粉
採取確保など助成採取確保など助成

バ
ス
運
転
手
確
保
に
35
百
万
円

バ
ス
運
転
手
確
保
に
35
百
万
円

●袖ケ浦市と県政に関するご要望をお寄せください。●袖ケ浦市と県政に関するご要望をお寄せください。

画
の
策
定
に
向
け
、
施
策
の
見

直
し
に
必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
・

分
析
を
行
い
ま
す
）

③
梨
の
花
粉
共
同
採
取
園
整
備

促
進
事
業      

13
百
万
円

（
花
粉
を
県
内
で
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
、
地
域
単
位
で
花

①
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　

 

10
百
万
円

（
先
輩
経
営
者
等
か
ら
発
想
の

転
換
や
進
路
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

助
言
を
受
け
た
り
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
同
士
が
相
談
・
交
流
で

き
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
形
成
を
進

め
ま
す
）

②
持
続
可
能
な
千
葉
県
農
林

水
産
業
に
向
け
た
実
態
調
査
事

業（
次
期
水
産
水
産
業
振
興
計

す
）

着
々
と
進
む
浮
戸
川
の
橋
梁
工
事

木
更
津
市
側
か
ら
見
た

仮
称
浮
戸
川
渡
河
橋
の
橋
脚

袖ケ浦市側袖ケ浦市側

袖ケ浦市側袖ケ浦市側

木更津市側木更津市側

令和6年10月21日（月） えのさわ吉克県議会リポート 〈2〉


